
 

新型コロナウイルス感染症に伴う県内宿泊施設への影響に関する調査について  
新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、全国的に宿泊者数等が減少していることから、

香川県ホテル旅館生活衛生同業組合と連携し、下記のとおり、県内における状況を調査し
ましたので、お知らせします。 

記 
【結果概要】 

１．調査対象  香川県ホテル旅館生活衛生同業組合加盟 114 施設 

２．調査時点  令和２年 7 月 31 日 

３．回答施設数 77 施設 

４．内容 

 （１）宿泊の状況 

 

これまでの調査 

（回答施設数は各月で異なる） ７月分 ８月分 ９月分 10月分 11月分 

４月分 ５月分 ６月分 

令和 

元年 

人数（人泊） 194,726 216,505 167,750 207,685 271,230 208,149 218,313 213,283 

金額（万円） 220,470 201,472 135,267 173,060 262,717 173,166 191,685 202,630 

令和 

２年 

人数（人泊） 33,946 21,249 43,183 100,183 83,848 43,341 46,784 42,416 

前年比（％） 17.4 9.8 25.7 48.2 30.9 20.8 21.4 19.9 

金額（万円） 20,896 11,495 27,363 81,340 85,023 39,094 33,696 23,005 

前年比（％） 9.5 5.7 20.2 47.0 32.4 22.6 17.6 11.4 

（２）日帰りの会議や宴会の状況 

※いずれも令和２年の欄は、７月分までが実績、８月分以降は７月31日時点の予約人数、金額を計上 

（３）主な特徴 

○ 宿泊人数の対前年比について、５月の約90％減を底として大幅な減少傾向が続
いていたが、６月の約74％減に続き、７月は約52％減とやや持ち直している。 

○ 要因として、県観光協会が県内宿泊助成を実施していたことや、国がＧｏＴｏト
ラベルキャンペーンを開始したことなどが挙げられ、旅行者の消費行動を後押しし
たと考えられる。 

○ しかしながら、８月の予約状況は約69％減、９月以降は80％前後の減と伸びは
よくない。旅行者が今後の新型コロナウイルス感染症の影響を注視しているものと
考えられる。 

○ 日帰りの会議や宴会でも、７月の実績は約68％減でやや回復したものの、８月、
９月の予約状況は、それぞれ約84％減、約70％減であり、依然として鈍い動きと
なっている。 

（４）香川県ホテル旅館生活衛生同業組合のコメント 

○ 国のＧｏＴｏトラベルキャンペーンが本格化すれば、宿泊・日帰り旅行の予約状
況は、さらに伸びてくると思われる。 

○ 団体旅行から個人旅行へと、旅行形態の変化が顕著である。 

 

これまでの調査 

（回答施設数は各月で異なる） ７月分 ８月分 ９月分 10月分 11月分 

４月分 ５月分 ６月分 

令和 

元年 

人数（人） 87,902 74,899 68,886 77,609 73,622 72,187 74,773 99,520 

金額（万円） 64,143 33,530 33,311 31,223 28,620 30,869 32,106 46,976 

令和 

２年 

人数（人） 8,570 5,224 12,577 25,208 11,866 21,395 19,316 24,827 

前年比（％） 9.7 7.0 18.3 32.5 16.1 29.6 25.8 24.9 

金額（万円） 2,831 1,262 4,166 7,718 4,405 6,954 7,839 10,402 

前年比（％） 4.4 3.8 12.5 24.7 15.4 22.5 24.4 22.1 

令和２年８月 14 日（金） 
交流推進部観光振興課 
電話：087-832-3361 


